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(57)【要約】
　バス通信識別のためのデバイス識別情報の選択または
再プログラムなどの外部制御を可能にする電子デバイス
におけるデバイス識別情報の生成が開示される。このよ
うにして、システム内の共通通信バスに結合された電子
デバイスのデバイス識別情報は、それらがバス通信の衝
突を回避するために固有であることを確実にするために
選択または再プログラムされることが可能である。特定
の態様では、電子デバイス内のデバイス識別情報を選択
または再プログラムするために、外部ソースは、電子デ
バイスに電気的に結合されることが可能である。外部ソ
ースは、電子デバイス内のデバイス識別情報生成回路と
ともに回路を閉じる。閉じられた回路は、デバイス識別
情報生成回路によって検出可能な所望の電気的特性を提
供する。デバイス識別情報生成回路は、外部ソースから
閉じられた回路の検出された電気的特性の関数としてデ
バイス識別情報を生成するように構成される。



(2) JP 2017-505067 A 2017.2.9

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　そのデバイス識別情報を再プログラムするように構成された電子デバイスであって、
　通信バスに結合されるように構成されたデバイス識別ポートと、
　前記デバイス識別ポートに結合されたデバイス識別情報生成回路とを備え、
　　前記デバイス識別情報生成回路が、
　　前記デバイス識別ポート上で前記通信バスから受信した通信バス信号の電気的特性を
検出し、
　　前記検出された電気的特性に基づいてデバイス識別情報を生成し、
　　前記生成されたデバイス識別情報をデバイス識別情報メモリ内に記憶するように構成
された、電子デバイス。
【請求項２】
　前記デバイス識別ポートが、デバイス識別ピンから構成された、請求項1に記載の電子
デバイス。
【請求項３】
　前記デバイス識別ポートが、前記通信バスのクロック線に結合されるように構成され、
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記デバイス識別ポート上で前記通信バスから受信
した通信バスクロック信号から構成された前記通信バス信号の前記電気的特性を検出する
ように構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項４】
　前記デバイス識別ポートが、前記通信バスのデータ線に結合されるように構成され、
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記デバイス識別ポート上で前記通信バスから受信
した通信バスデータ信号から構成された前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するよ
うに構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項５】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記通信バス信号の電圧から構成された前記通信バ
ス信号の前記電気的特性を検出するように構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項６】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記通信バス信号の可変電圧から構成された前記通
信バス信号の前記電気的特性を検出するように構成された、請求項1に記載の電子デバイ
ス。
【請求項７】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記デバイス識別ポートに結合された外部抵抗器の
抵抗値から構成された前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するように構成された、
請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項８】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記デバイス識別ポートに結合された外部可変抵抗
器の抵抗値から構成された前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するように構成され
た、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項９】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記通信バス信号の静電容量から構成された前記通
信バス信号の前記電気的特性を検出するように構成された、請求項1に記載の電子デバイ
ス。
【請求項１０】
　前記デバイス識別情報生成回路が、設けられた前記デバイス識別ポートに結合された外
部キャパシタの静電容量から構成された前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するよ
うに構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項１１】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記デバイス識別ポートに結合された外部可変キャ
パシタから構成された前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するように構成された、
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請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項１２】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記通信バス信号の周波数から構成された前記通信
バス信号の前記電気的特性を検出するように構成された、請求項1に記載の電子デバイス
。
【請求項１３】
　前記デバイス識別情報生成回路が、バッファ回路から構成された、請求項1に記載の電
子デバイス。
【請求項１４】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記通信バス信号の前記検出された電気的特性のア
ナログ値を前記デバイス識別情報としてデジタル値に変換するように構成されたアナログ
-デジタル変換器(ADC)から構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項１５】
　前記デバイス識別情報メモリが、多ビットデバイス識別情報メモリを記憶するように構
成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項１６】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記多ビットデバイス識別情報メモリのビットのサ
ブセットを前記デバイス識別情報メモリ内に記憶するように構成された、請求項15に記載
の電子デバイス。
【請求項１７】
　前記デバイス識別情報が複数のデバイス識別子を備え、
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記検出された電気的特性に基づいて、前記デバイ
ス識別情報の前記複数のデバイス識別子のうちの少なくとも1つのデバイス識別子を選択
するように構成されたデバイス識別情報選択回路を備える、請求項1に記載の電子デバイ
ス。
【請求項１８】
　前記通信バスに前記電子デバイスを同期させるために同期ストリームを識別するように
構成され、
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記同期ストリームの識別の間に、前記デバイス識
別ポート上で前記通信バスから受信した前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するよ
うに構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項１９】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記通信バスに結合されたマスタデバイスから前記
デバイス識別ポート上で前記通信バスから受信された前記通信バス信号の前記電気的特性
を検出するように構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項２０】
　Soundwireオーディオスレーブデバイスから構成された、請求項1に記載の電子デバイス
。
【請求項２１】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記デバイス識別ポート上でSoundwire通信バスか
ら構成された前記通信バスから受信したSoundwire通信バス信号から構成された前記通信
バス信号の前記電気的特性を検出するように構成された、請求項20に記載の電子デバイス
。
【請求項２２】
　そのデバイス識別情報を再プログラムするように構成された電子デバイスであって、
　通信バスに結合するために構成されたデバイス識別手段と、
　前記デバイス識別手段に結合されたデバイス識別情報生成手段とを備え、
　　前記デバイス識別情報生成手段が、
　　前記デバイス識別手段上で前記通信バスから受信した通信バス信号の電気的特性を検
出し、
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　　前記検出された電気的特性に基づいてデバイス識別情報を生成し、
　　前記生成されたデバイス識別情報をデバイス識別情報メモリ内に記憶するためのもの
である、電子デバイス。
【請求項２３】
　電子デバイスが、そのデバイス識別情報を再プログラムするための方法であって、
　通信バスに結合されたデバイス識別ポート上で前記通信バスから受信した通信バス信号
の電気的特性を検出するステップと、
　前記通信バス信号の前記検出された電気的特性に基づいてデバイス識別情報を生成する
ステップと、
　前記生成されたデバイス識別情報をデバイス識別情報メモリ内に記憶するステップと
を備える方法。
【請求項２４】
　前記通信バスのクロック線に結合された前記デバイス識別ポート上で前記通信バスから
受信された通信バスクロック信号の前記電気的特性を検出するステップを備える、請求項
23に記載の方法。
【請求項２５】
　前記通信バスのデータ線に結合された前記デバイス識別ポート上で前記通信バスから受
信された通信バスデータ信号の前記電気的特性を検出するステップを備える、請求項23に
記載の方法。
【請求項２６】
　前記通信バス信号の前記検出された電気的特性のアナログ値を前記デバイス識別情報と
してデジタル値に変換するステップをさらに備える、請求項23に記載の方法。
【請求項２７】
　前記通信バスに前記電子デバイスを同期させるために同期ストリームを識別するステッ
プをさらに備え、
　前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するステップが、前記同期ストリームを識別
するステップの間に実行される、請求項23に記載の方法。
【請求項２８】
　前記デバイス識別ポート上でSoundwire通信バスから構成された前記通信バスから受信
したSoundwire通信バス信号から構成された前記通信バス信号の前記電気的特性を検出す
るステップを備える、請求項23に記載の方法。
【請求項２９】
　通信バスに結合されたスレーブデバイスがそのデバイス識別情報を再プログラムするこ
とを可能にするためのバス通信システムであって、
　データ線とクロック線とから構成された通信バスと、
　マスタデータポートとマスタクロックポートとから構成されたマスタデバイスであって
、前記マスタデバイスが、前記データ線に結合された前記マスタデータポートと前記クロ
ック線に結合された前記マスタクロックポートとによって前記通信バスに結合された、マ
スタデバイスと、
　複数のスレーブデバイスとを備え、前記複数のスレーブデバイスの各々が、
　　前記通信バスに結合されたデータポートおよびクロックポートであって、前記データ
ポートおよび前記クロックポートのうちの少なくとも1つがデバイス識別ポートも備え、
　　前記データポートが前記通信バスの前記データ線に結合され、前記クロックポートが
前記通信バスの前記クロック線に結合された、データポートおよびクロックポートと、
　　前記デバイス識別ポートに結合されたデバイス識別情報生成回路とを備え、前記デバ
イス識別情報生成回路が、
　　　前記デバイス識別ポート上で前記通信バスから受信した通信バス信号の電気的特性
を検出し、
　　　前記検出された電気的特性に基づいてデバイス識別情報を生成し、
　　　前記生成されたデバイス識別情報をデバイス識別情報メモリ内に記憶するように構
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成された、バス通信システム。
【請求項３０】
　複数の交流(AC)結合であって、前記複数のAC結合のうちのAC結合が前記複数のスレーブ
デバイスの各々の前記デバイス識別ポートに結合された、複数のAC結合と、
　複数の外部抵抗器であって、前記複数の外部抵抗器のうちの外部抵抗器が前記複数のス
レーブデバイスの各々の前記デバイス識別ポートに結合された、複数の外部抵抗器と
をさらに備える、請求項29に記載のバス通信システム。
【請求項３１】
　複数のスイッチであって、前記複数のスイッチのうちのスイッチが前記複数のスレーブ
デバイスの各々に関してスレーブデバイスの前記デバイス識別ポートに前記外部抵抗器を
切替可能に結合するように構成された、複数のスイッチと、
　前記複数のスイッチの各々の開閉を制御するように構成されたスイッチ制御線と
をさらに備え、
　前記マスタデバイスが、前記複数のスレーブデバイスの各々に関して前記複数の外部抵
抗器のうちの前記外部抵抗器のデバイス識別ポートへの結合を制御するために前記複数の
スイッチの各々を開かせるまたは閉じさせるために前記スイッチ制御線上に制御信号を生
成するように構成された、請求項30に記載のバス通信システム。
【請求項３２】
　前記複数の外部抵抗器が、前記複数のスレーブデバイスのうちのそれぞれのスレーブデ
バイスと、前記複数のスイッチのうちのそれぞれのスイッチとの間に配置された、請求項
31に記載のバス通信システム。
【請求項３３】
　前記複数のスイッチの各々が、それぞれのスレーブデバイスとそれぞれの外部抵抗器と
の間に配置された、請求項31に記載のバス通信システム。
【請求項３４】
　前記通信バスに前記スレーブデバイスを同期させるために同期ストリームを識別するよ
うに構成され、
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記同期ストリームの識別の間に、前記デバイス識
別ポート上で前記通信バスから受信した前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するよ
うに構成された、請求項29に記載のバス通信システム。
【請求項３５】
　前記マスタデバイスが、Soundwireマスタデバイスから構成され、前記複数のスレーブ
デバイスが、複数のSoundwireオーディオスレーブデバイスから構成された、請求項31に
記載のバス通信システム。
【請求項３６】
　前記通信バスが、Soundwire通信バスから構成され、
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記デバイス識別ポート上で前記Soundwire通信バ
スから受信したSoundwire通信バス信号から構成され前記通信バス信号の前記電気的特性
を検出するように構成された、請求項35に記載のバス通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張
　本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれている、2014年2月3日に出願し
た、「DEVICE IDENTIFICATION GENERATION IN ELECTRONIC DEVICES TO ALLOW EXTERNAL C
ONTROL OF DEVICE IDENTIFICATION FOR BUS COMMUNICATIONS IDENTIFICATION, AND RELAT
ED SYSTEMS AND METHODS」と題する、米国仮特許出願第61/935,134号の優先権を主張する
ものである。
【０００２】
　本出願はまた、その全体が参照により本明細書に組み込まれている、2014年2月3日に出
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願した、「DEVICE IDENTIFICATION GENERATION IN ELECTRONIC DEVICES TO ALLOW EXTERN
AL CONTROL OF DEVICE IDENTIFICATION FOR BUS COMMUNICATIONS IDENTIFICATION, AND R
ELATED SYSTEMS AND METHODS」と題する、米国仮特許出願第61/935,115号の優先権を主張
するものである。
【０００３】
　本出願はまた、その全体が参照により本明細書に組み込まれている、2015年1月30日に
出願した、「DEVICE IDENTIFICATION GENERATION IN ELECTRONIC DEVICES TO ALLOW EXTE
RNAL CONTROL OF DEVICE IDENTIFICATION FOR BUS COMMUNICATIONS IDENTIFICATION, AND
 RELATED SYSTEMS AND METHODS」と題する、米国特許出願第14/609,488号の優先権を主張
するものである。
【０００４】
　本開示の技術は、全体的には、通信バス上で通信するように構成された電子デバイスに
関し、より具体的には、バス衝突を回避するために、定義された通信プロトコルの一部と
して通信バスを介してそれらの識別情報を通信するように構成された電子デバイスに関す
る。
【背景技術】
【０００５】
　非限定的な例として携帯電話やコンピュータタブレットなどの電子デバイスは、無数の
使用をサポートする社会全体に増殖している。これらの電子デバイスは、一般的に、マイ
クロホンとスピーカとを含む。電子デバイスで使用される一般的なマイクロホンおよびス
ピーカは、各デバイスを接続する専用の2ポート配線を必要とするアナログインターフェ
ースを有する。しかしながら、電子デバイスは、一般的に、複数のマイクロホンおよびス
ピーカなどの複数のオーディオデバイスを含むことを始めている。したがって、そのよう
な電子デバイスにおけるマイクロプロセッサまたは他の制御デバイスが共通通信バスを介
して複数のオーディオデバイスにオーディオデータを通信することができることを可能に
することが望まれることがある。この点について、通信バスを介して電子デバイス内の異
なるオーディオデバイスにオーディオチャネルに関連するデジタルデータを搬送するため
の定義された通信プロトコルを提供することも望まれることがある。
【０００６】
　この点について、図1は、電子デバイスとして共通通信バス16に通信可能に結合された1
つのマスタデバイス12と4つのスレーブデバイス14(1)～14(4)とを有する例示的なシステ
ム10のブロック図である。マスタデバイス12は、通信バス16を介してスレーブデバイス14
(1)～14(4)と通信する。したがって、システム10では、データ衝突を回避するために、時
分割多重(TDM:time division multiplexed)フレーム構造が、通信バス16を介するビット
レートメディアストリームの搬送のために使用される。マスタデバイス12は、バス通信の
ためにスレーブデバイス14(1)～14(4)の各々に送信タイムスロットを割り当てる。したが
って、プロトコルは、「Device_Id」とも呼ばれるデバイス識別情報を介して、スレーブ
デバイス14(1)～14(4)の各々が通信バス16に接続されていることがマスタデバイス12によ
って確認されることを必要とする。たとえば、Device_Idは、たとえば、5ビットなどの、
プロトコルにおいて指定されたビット長を有してもよい。スレーブデバイス14(1)～14(4)
の異なるDevice_Idを識別することは、マスタデバイス12が、通信バス16におけるデータ
衝突を回避するために、スレーブデバイス14(1)～14(4)の各々に異なる送信タイムスロッ
トを割り当てることを可能にする。
【０００７】
　Device_Idは、電子デバイスを識別するために使用されるべきデフォルトのデバイス識
別情報として製造業者によって電子デバイス内にロードされることになる。たとえば、図
1に示すように、Device_Id26(1)は、マスタデバイス12内にロードされることが可能であ
る。Device_Id28(1)～28(4)は、それぞれのスレーブデバイス14(1)～14(4)内にロードさ
れることが可能である。しかしながら、同じDevice_Id28は、異なるスレーブデバイス14(
1)～14(4)内にロードされる可能性がある。この場合には、同じDevice_Id28を有するスレ
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ーブデバイス14(1)～14(4)は、同じDevice_Id28を有するマスタデバイス12によって識別
されることになり、通信バス16上でデータ衝突を引き起こす。各スレーブデバイス14(1)
～14(4)が固有のDevice_Id28(1)～28(4)を有することを確実にする1つの方法は、各スレ
ーブデバイス14(1)～14(4)が製造時に固有のDevice_Idをロードされることを確実にする
ことである。同じ製造業者によって製造された複数のスレーブデバイスは、同じデバイス
識別情報を有する場合がある。固有のDevice_Id28を提供することは、より大きいデバイ
ス識別情報記憶設備を必要とすることになり、それは、そうでなければ低コストのデバイ
スのコストを法外に増加させる。さらにスレーブデバイス14(1)～14(4)が異なる製造業者
によって製造された場合でも、各製造業者がそれらのスレーブデバイスにおいて固有のデ
バイス識別情報を用いることを保証することは、困難または不可能である可能性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、費用効果的な方法でデータ衝突を回避するために、スレーブ電子デバイス
の固有の識別を可能にするために、共通通信バスを用いる通信システムにおいて設けられ
る電子デバイスのための固有のデバイス識別情報を提供することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　詳細な説明で開示される態様は、バス通信識別のためのデバイス識別情報の選択または
再プログラムなどの外部制御を可能にするための、電子デバイスにおけるデバイス識別情
報の生成を含む。関連するシステムおよび方法も開示される。このようにして、システム
における共通通信バスに結合された電子デバイスのデバイス識別情報は、バス通信の衝突
を回避するためにデバイス識別情報が固有であることを保証するために、選択または再プ
ログラムされることが可能である。たとえば、バス通信システムでは、バス通信プロトコ
ルは、それに結合された電子デバイスがデバイス識別情報を介してマスタ電子デバイスに
よって識別されることを必要としてもよい。デバイス識別情報は、通信バス上のデータ衝
突を回避するために、スレーブデバイスの各々への異なる送信タイムスロットの割り当て
を制御するために使用される。2つ以上のスレーブデバイスが同じデバイス識別情報を有
する場合、マスタデバイスは、そのようなスレーブデバイスに対して同じ送信タイムスロ
ットを割り当てることになり、それによって、バス通信の衝突を引き起こす。
【００１０】
　本明細書で開示された特定の態様では、電子デバイスにおけるデバイス識別情報を選択
または再プログラムするために、外部ソースが提供される。非限定的な例として、デバイ
ス識別情報が選択または再プログラムされる電子デバイスは、システムにおけるスレーブ
デバイスであってもよい。外部ソースは、電子デバイス内のデバイス識別情報生成回路と
ともに回路を閉じるために、電子デバイスに電気的に結合されることが可能である。外部
ソースによって閉じられた回路は、電子デバイス内のデバイス識別情報生成回路によって
検出可能な所望の電気的特性(たとえば、電圧、抵抗、容量)を提供する。デバイス識別情
報生成回路は、外部ソースによって閉じられた回路の検出された電気的特性の関数として
デバイス識別情報を生成するように構成される。これは、外部ソースが、閉じられた回路
の電気的特性を制御することに基づいて、電子デバイスのデバイス識別情報を所望のデバ
イス識別情報に外部的に選択または再プログラムすることを可能にする。したがって、電
子デバイスの製造業者以外のエンティティ(たとえば、アグリゲータ)は、電子デバイス内
のデバイス識別情報生成回路にその電子デバイス内に記憶されたデバイス識別情報を選択
または再プログラムさせるように外部ソースを制御することができる。このようにして、
システム内の共通通信バスに結合されたスレーブデバイスのデバイス識別情報の一意性は
、バス通信の衝突を回避するために、必要に応じて提供されることが可能である。
【００１１】
　この点について、一態様では、そのデバイス識別情報を再プログラムするように構成さ
れた電子デバイスが提供される。電子デバイスは、通信バスに結合されるように構成され
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たデバイス識別ポートを備える。電子デバイスはまた、デバイス識別ポートに結合された
デバイス識別情報生成回路を備える。デバイス識別情報生成回路は、デバイス識別ポート
上で通信バスから受信した通信バス信号の電気的特性を検出するように構成される。デバ
イス識別情報生成回路はまた、検出された電気的特性に基づいてデバイス識別情報を生成
するように構成される。デバイス識別情報生成回路はまた、生成されたデバイス識別情報
をデバイス識別情報メモリ内に記憶するように構成される。
【００１２】
　別の態様では、電子デバイスであって、そのデバイス識別情報を再プログラムするよう
に構成された電子デバイスが提供される。電子デバイスは、通信バスに結合するために構
成されたデバイス識別手段を備える。電子デバイスはまた、デバイス識別手段に結合され
たデバイス識別情報生成手段を備える。デバイス識別情報生成手段は、デバイス識別手段
において通信デバイスから受信した通信バス信号の電気的特性を検出するための手段を備
える。デバイス識別情報生成手段はまた、検出された電気的特性に基づいてデバイス識別
情報を生成するための手段を備える。デバイス識別情報生成手段はまた、生成されたデバ
イス識別情報をデバイス識別情報メモリ内に記憶するための手段を備える。
【００１３】
　別の態様では、電子デバイスがそのデバイス識別情報を再プログラムするための方法が
提供される。方法は、通信バスに結合されたデバイス識別ポートにおいて通信バスから受
信した通信バス信号の電気的特性を検出するステップを備える。方法はまた、通信バス信
号の検出された電気的特性に基づいてデバイス識別情報を生成するステップを備える。方
法はまた、生成されたデバイス識別情報をデバイス識別情報メモリ内に記憶するステップ
を備える。
【００１４】
　別の態様では、通信バスに結合されたスレーブデバイスがそのデバイス識別情報を再プ
ログラムすることを可能にするためのバス通信システムが提供される。バス通信システム
は、データ線とクロック線とから構成された通信バスを備える。バス通信システムはまた
、マスタデータポートとマスタクロックポートとから構成されたマスタデバイスを備え、
マスタデバイスは、データ線に結合されたマスタデータポートと、クロック線に結合され
たマスタクロックポートとによって、通信バスに結合される。バス通信システムはまた、
複数のスレーブデバイスを備える。複数のスレーブデバイスの各々は、通信バスに結合さ
れたデータポートとクロックポートとを備え、データポートおよびクロックポートのうち
の少なくとも1つはまた、デバイス識別ポートを備える。データポートは、通信バスのデ
ータ線に結合され、クロックポートは、通信バスのクロック線に結合される。複数のスレ
ーブデバイスの各々はまた、デバイス識別ポートに結合されたデバイス識別情報生成回路
を備える。デバイス識別情報生成回路は、デバイス識別ポート上で通信バスから受信した
通信バス通信の電気的特性を検出するように構成される。デバイス識別情報生成回路はま
た、検出された電気的特性に基づいてデバイス識別情報を生成するように構成される。デ
バイス識別情報生成回路はまた、生成されたデバイス識別情報をデバイス識別情報メモリ
内に記憶するように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】通信バスに通信可能に結合された1つのマスタデバイスと4つのスレーブデバイス
とを有する例示的な電子デバイス通信システムとしてのシステムのブロック図である。
【図２Ａ】通信バスに結合されることが可能な電子デバイスとしての例示的な電子デバイ
スの上面斜視図である。
【図２Ｂ】例示的なピンアウト構成を示す図2A中の例示的な電子デバイスの底面斜視図で
ある。
【図３】電子デバイスの外部ピンに適用される外部電圧源に基づいてデバイス識別情報を
生成し、新たに生成されたデバイス識別情報を電子デバイス内にプログラムするように構
成されたデバイス識別情報生成回路を有する図2Aおよび図2Bの電子デバイスの概略図であ
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る。
【図４Ａ】電子デバイスの外部ピンに適用される外部可変電圧源の電圧レベルに基づいて
デバイス識別情報を生成し、生成されたデバイス識別情報を電子デバイス内にプログラム
するように構成されたデバイス識別情報生成回路を有する図2Aおよび図2Bの電子デバイス
の概略図である。
【図４Ｂ】電子デバイスの外部ピンに適用される外部可変抵抗器の抵抗値に基づいて新た
なデバイス識別情報を生成し、新たに生成されたデバイス識別情報を電子デバイス内にプ
ログラムするように構成されたデバイス識別情報生成回路を有する代替電子デバイスの概
略図である。
【図４Ｃ】電子デバイスの外部ピンに適用される外部可変キャパシタの静電容量に基づい
て新たなデバイス識別情報を生成し、新たに生成されたデバイス識別情報を電子デバイス
内にプログラムするように構成されたデバイス識別情報生成回路を有する代替電子デバイ
スの概略図である。
【図４Ｄ】電子デバイスの外部ピンに適用される電気的特性に基づいて電子デバイスを識
別するために使用されるべきデバイス識別情報を選択するように構成されたデバイス識別
情報選択回路を有する代替電子デバイスの概略図である。
【図５】通信バスの共通クロック線に結合されたプルアップまたはプルダウン抵抗器の結
果として既存のクロックピンに印加された電圧に基づいて新たなデバイス識別情報を生成
し、新たに生成されたデバイス識別情報をスレーブデバイス内にプログラムするように構
成されたデバイス識別情報生成回路を各々が有する例示的なスレーブデバイスを含む例示
的なバス通信システムの概略図である。
【図６】通信バスがアクティブである間、新たなデバイス識別情報を生成する、図5中の
通信バスに結合されたスレーブデバイスの例示的な処理のフローチャートである。
【図７】通信バスの共通データ線に結合されたプルアップまたはプルダウン抵抗器の結果
として既存のデータピンに印加された電圧に基づいて新たなデバイス識別情報を生成し、
新たに生成されたデバイス識別情報をデバイス内にプログラムするように構成されたデバ
イス識別情報生成回路を各々が有する例示的なスレーブデバイスを含む別の例示的なバス
通信システムの概略図である。
【図８Ａ】マスタデバイスによるデバイス識別の間に通信バスの共通データラインに結合
されたプルアップまたはプルダウン抵抗器に電力レールを切替可能に結合し、電力消費を
低減するために、デバイス識別後に通信バスの共通データラインに結合されたプルアップ
またはプルダウン抵抗器に対して電力レールを分離するように設けられたスイッチを有す
る、図7中の別の例示的なバス通信システムの概略図である。
【図８Ｂ】マスタデバイスによるデバイス識別の間に通信バスの共通データラインにプル
アップまたはプルダウン抵抗器を切替可能に結合し、電力消費を低減するために、デバイ
ス識別後に通信バスの共通データラインに対してプルアップまたはプルダウン抵抗器を分
離するように設けられたスイッチを有する、図7中の別の例示的なバス通信システムの概
略図である。
【図９】Soundwire通信バスの共通クロック線に結合されたプルアップまたはプルダウン
抵抗器の結果として既存のクロックピンに印加された電圧に基づいて新たなデバイス識別
情報を生成し、新たに生成されたデバイス識別情報をSoundwireオーディオスレーブデバ
イス内にプログラムするように構成されたデバイス識別情報生成回路を各々が有する例示
的なSoundwireスレーブデバイスを含む例示的なSoundwireバス通信システムの概略図であ
る。
【図１０】Soundwire通信バスがアクティブである間、新たなデバイス識別情報を生成す
る、図9中のSoundwire通信バスに結合されたSoundwireオーディオスレーブデバイスの例
示的な処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　ここで図面を参照して、本開示のいくつかの例示的な態様を説明する。「例示的」とい
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う語は、本明細書では「一例、事例、または例示として挙げること」を意味するために使
用される。「例示的」なものとして本明細書で説明されるいずれの態様も、必ずしも他の
態様よりも好ましい、または有利であると解釈されるわけではない。
【００１７】
　詳細な説明で開示される態様は、バス通信識別のためのデバイス識別情報の選択または
再プログラムなどの外部制御を可能にするための、電子デバイスにおけるデバイス識別情
報生成を含む。関連するシステムおよび方法も開示される。このようにして、システム内
の共通通信バスに結合された電子デバイスのデバイス識別情報は、バス通信の衝突を回避
するために、デバイス識別情報が固有であることを確実にするために、選択または再プロ
グラムされることが可能である。たとえば、バス通信システムにおいて、バス通信プロト
コルは、それに結合された電子デバイスがデバイス識別情報を介してマスタ電子デバイス
によって識別されることを必要とする。デバイス識別情報は、通信バス上のデータ衝突を
回避するために、スレーブデバイスの各々への異なる送信タイムスロットの割り当てを制
御するために使用される。2つ以上のスレーブデバイスが同じデバイス識別情報を有する
場合、マスタデバイスは、そのようなスレーブデバイスに対して同じ送信タイムスロット
を割り当てることになり、それによって、バス通信の衝突を引き起こす。
【００１８】
　本明細書に開示された特定の態様では、電子デバイスにおいてデバイス識別情報を選択
または再プログラムするために、外部ソースが提供される。非限定的な例として、そのデ
バイス識別情報が選択または再プログラムされる電子デバイスは、システム内のスレーブ
デバイスであってもよい。外部ソースは、電子デバイス内のデバイス識別情報生成回路と
ともに回路を閉じるために、電子デバイスに電気的に結合されることが可能である。外部
ソースによって閉じられた回路は、電子デバイス内のデバイス識別情報生成回路によって
検出可能な所望の電気的特性(たとえば、電圧、抵抗値、静電容量)を提供する。デバイス
識別情報生成回路は、外部ソースによって閉じられた回路の検出された電気的特性の関数
としてデバイス識別情報を生成するように構成される。これは、外部ソースが、閉じられ
た回路の電気的特性を制御することに基づいて、電子デバイスのデバイス識別情報を所望
の識別情報に外部的に選択または再プログラムすることを可能にする。したがって、電子
デバイスの製造業者以外のエンティティ(たとえば、アグリゲータ)は、電子デバイス内の
デバイス識別情報生成回路にその電子デバイス内に記憶されたデバイス識別情報を選択ま
たは再プログラムさせるように外部ソースを制御することができる。このようにして、シ
ステム内の共通通信バスに結合されたスレーブデバイスのデバイス識別情報の一意性は、
バス通信の衝突を回避するために、必要に応じて提供されることが可能である。
【００１９】
　この点について、図2Aは、この例ではオーディオ電子デバイスである、バス通信デバイ
スの形態における例示的な電子デバイス30の上面斜視図である。電子デバイス30は、プロ
トコルベースのメッセージを受信および通信するように構成される。電子デバイス30は、
通信バスを有するシステム内のスレーブデバイスとして提供されてもよい。図2Bは、例示
的なピンアウト構成を示す、図2A中の例示的な電子デバイス30の底面斜視図である。図2B
に示すように、電子デバイス30は、電気的接続が電子デバイス30に対してなされることを
可能にする外部ピン32を含む。たとえば、外部電源(図示せず)は、電子デバイス30にその
動作のために電力を提供するために、電源ピン34および接地ピン36に結合されてもよい。
図2B中の電子デバイス30はまた、電子デバイス30がオーディオデータを受信することを可
能にするために通信バスのそれぞれのデータ線およびクロック線に結合されるように各々
が構成された、データポートとしてのデータピン38とクロックポートとしてのクロックピ
ン40とを含む。たとえば、電子デバイス30のデータピン38およびクロックピン40は、図1
中の通信バス16などの通信バスのデータ線およびクロック線に結合されるように構成され
る。また、外部プルアップまたはプルダウン抵抗器(図示せず)への接続がステレオシステ
ムのための左または右マイクロホンのいずれかであるように電子デバイス30を構成するこ
とを可能にするために、会議(conference)ピン42が、レガシーピンとして電子デバイス30
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内に設けられてもよい。電子デバイス30のデータピン38に向かう通信バス上のオーディオ
データは、したがって、会議ピン42に接続された外部プルアップまたはプルダウン抵抗器
の示す値に基づいて、左または右オーディオチャネルのいずれかのオーディオであること
になる。
【００２０】
　図2Aおよび図2Bを引き続き参照すると、電子デバイス30が通信バスに接続されたときに
識別されることを可能にすることが望ましいことがある。この点について、電子デバイス
30は、本明細書では「Device_Id44」とも呼ばれる内部デバイス識別情報メモリ44を含む
。Device_Id44は、識別番号または他の標識を記憶することができる記憶設備である。た
とえば、Device_Id44は、デバイス識別情報として2進数を提供するように構成された複数
のビットから構成されてもよい。電子デバイス30はまた、複数のデバイス識別情報を含ん
でもよい。しかしながら、Device_Id44は、電子デバイス30と同じ通信バスに結合された
別の電子デバイスと同じデバイス識別情報をロードされている可能性がある。この場合、
上記で説明したように、通信バスに結合された別の電子デバイスと同じDevice_Id44を有
する電子デバイス30は、同じデバイス識別情報で識別されることになり、それによって、
通信バス上のデータ衝突を引き起こす。電子デバイス30が固有のDevice_Id44を有するこ
とを確実にする1つの方法は、必要に応じて、固有のデバイス識別情報でデフォルトのDev
ice_Id44を再プログラムする能力を有することである。
【００２１】
　この点について、図2Bおよび図3に示すように、電子デバイス30は、Device_Id44が再プ
ログラムされることを可能にするデバイス識別ポートを提供するために、追加の外部ピン
46を伴って構成される。この例では、追加の外部ピン46は、デバイス識別ピンである。図
3に示すように、この例における電子デバイス30内のDevice_Id44は、ビットd0として長さ
が1の2値ビットである。したがって、電子デバイス30は、Device_Id44として2つ(すなわ
ち、21=2)の異なるデバイス識別情報でプログラムされることが可能である。電子デバイ
ス30のDevice_Id44が再プログラムされることを可能にするために、電子デバイス30は、
デバイス識別情報生成回路48を含む。デバイス識別情報生成回路48は、追加の外部ピン46
に結合される。この例では外部抵抗器56である外部ソース50は、デバイス識別情報生成回
路48とともに回路52を形成するために、追加の外部ピン46に接続される。外部抵抗器56に
よって形成された回路52は、電子デバイス30内のデバイス識別情報生成回路48によって検
出可能な所望の抵抗値を提供する。デバイス識別情報生成回路48は、外部抵抗器56の抵抗
レベルに基づいて「1」または「0」のデジタル値を生成するように構成されたバッファ回
路57を含む。このようにして、外部ソース50は、外部抵抗器56の抵抗値に基づいて、電子
デバイス30のDevice_Id44を所望のデバイス識別情報に外部的にプログラムまたは再プロ
グラムすることができる。また、別の例として、デバイス識別情報生成回路48はまた、電
子デバイス30内に設けられた複数のデバイス識別情報から選択された電子デバイス30内の
デバイス識別情報を再プログラムするように構成されることが可能である。
【００２２】
　したがって、外部ソース50を使用することによって、たとえば、アグリゲータなどの、
電子デバイス30の製造業者以外のエンティティは、電子デバイス30内のデバイス識別情報
生成回路48にDevice_Id44をプログラムまたは再プログラムさせるように外部ソース50を
制御することができる。このようにして、電子デバイス30のDevice_Id44の一意性は、バ
ス通信の衝突を回避するために、電子デバイス30を識別する共通通信バスを用いるシステ
ムにおいて用いられたとき、制御されることが可能である。
【００２３】
　図3中の電子デバイス30において、追加の外部ピン46は、外部ソース50をデバイス識別
情報生成回路48に結合するために設けられる。しかしながら、この解決策は、外部ピンが
電子デバイス30上に設けられることを必要とする。外部ソースがオーディオデバイス内の
デバイス識別情報を再プログラムできるようにすることを可能にするために電子デバイス
に外部ピンを追加することが望ましくない場合がある。外部ソースを使用してそのデバイ
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ス識別情報を再プログラムすることを可能にしながら、電子デバイスに追加の外部ピンを
追加することを回避する1つの技術は、オーディオデバイスの別の既存のピンに外部ソー
スを結合することである。たとえば、外部ソースは、図2Bに示すように、電子デバイス30
の会議ピン42に結合されることが可能であり、会議ピン42は、デバイス識別ポートとして
再利用される。この例では、会議ピン42は、デバイス識別ピンを提供する。会議ピン42は
、左または右オーディオチャネルのいずれかを検出するその元の目的のために使用される
代わりに、電子デバイス30内のデバイス識別情報を再プログラムするためにデバイス識別
ポートとして使用されるためにプルアップまたはプルダウン抵抗器に結合されるように構
成されるように電子デバイス30上に設けられてもよい。
【００２４】
　この点について、図4Aは、別の例示的な電子デバイス30(1)を示す。電子デバイス30(1)
は、図2A～図3と図4Aとの間で共通の番号でラベル付けされた共通の要素を有する図2A～
図3中の電子デバイス30と同様である。図4A中の電子デバイス30(1)は、電子デバイス30(1
)のDevice_Id44(1)が再プログラムされることを可能にするデバイス識別情報生成回路48(
1)を含む。デバイス識別情報生成回路48(1)は、電子デバイス30(1)の既存の会議ピン42に
、この例では外部可変電圧源50(1)である外部ソースによって印加される可変電圧Vrefに
基づいて、新たなDevice_Id44(1)を生成するように構成される。回路52(1)は、可変電圧V
refが電子デバイス30(1)内のデバイス識別情報生成回路48(1)によって検出されることを
可能にする外部ソース50(1)によって形成される。
【００２５】
　図4Aに示すように、この例における電子デバイス30(1)内のDevice_Id44(1)は、ビットd
4～d0として長さ5の2値ビットから構成された多ビットデバイス識別情報メモリである。
したがって、電子デバイス30(1)は、Device_Id44(1)として32(すなわち、25=32)の異なる
デバイス識別情報でプログラムされることが可能である。デバイス識別情報生成回路48(1
)は、可変電圧Vrefの振幅(すなわち、電圧レベル)に基づいてデジタル値を生成するよう
に構成されたアナログ-デジタル変換器(ADC:analog-to-digital converter)54を含む。可
変電圧Vrefは、ADC54によって異なる電圧範囲に分割される。このようにして、外部ソー
ス50(1)は、可変電圧Vrefの電圧レベルを制御することに基づいて、電子デバイス30(1)の
Device_Id44(1)を所望のデバイス識別情報に外部的にプログラムまたは再プログラムする
ことができる。
【００２６】
　したがって、外部ソース50(1)を使用することによって、たとえば、アグリゲータなど
の、電子デバイス30(1)の製造業者以外のエンティティは、電子デバイス30(1)内のデバイ
ス識別情報生成回路48(1)にDevice_Id44(1)をプログラムまたは再プログラムさせるよう
に外部ソース50(1)を制御することができる。このようにして、電子デバイス30(1)のDevi
ce_Id44(1)の一意性は、バス通信の衝突を回避するために、スレーブデバイスを識別する
共通通信バスを用いるシステムにおいて用いられたとき、制御されることが可能である。
【００２７】
　可変電圧Vrefの電圧レベルに基づいてDevice_Id44(1)を生成するために、ADC54以外の
回路が図4A中の電子デバイス30(1)内に設けられてもよいことに留意されたい。非限定的
な例は、演算増幅器と、内部抵抗器と、内部キャパシタとを含む。
【００２８】
　図4Aを引き続き参照すると、デバイス識別情報生成回路48(1)は、Device_Id44(1)のビ
ットd4～d0のすべてまたはサブセットを再プログラムするように構成されることが可能で
ある。たとえば、電子デバイス30(1)内のデバイス識別情報生成回路48(1)内のADC54は、
図4Aにおいて一例として、ビットd2～d0に結合されるように示されている。したがって、
このシナリオにおけるデバイス識別情報生成回路48(1)は、Device_Id44(1)のすべてより
も少ないビットd4～d0を再プログラムするように構成される。これは、電子デバイス30(1
)のための固有のデバイス識別情報を提供するために、Device_Id44(1)のビットのすべて
をプログラムできることが必要とされないので、有利である場合がある。たとえば、ビッ
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トd4およびd3が電子デバイス30(1)のタイプを識別するために電子デバイス30(1)の製造業
者によってデフォルトの値でプログラムされることのみが可能であるプレフィクス値であ
る標準に従うことができる。たとえば、表59に示すように、ビットd4およびd3が「00」で
プログラムされた場合、これは、電子デバイス30(1)がマイクロホンであることを意味す
るとみなされることが可能である。表59に示すように、ビットd4およびd3が「01」でプロ
グラムされた場合、これは、電子デバイス30(1)がスピーカであることを意味するとみな
されることが可能である。表59に示すように、ビットd4およびd3が「10」でプログラムさ
れた場合、これは、電子デバイス30(1)がコーデックであることを意味するとみなされる
ことが可能である。表59に示すように、ビットd4およびd3が「11」でプログラムされた場
合、これは、電子デバイス30(1)が別のオーディオデバイスであることを意味するとみな
されることが可能である。これは、この例におけるADC54が、より少ないアナログ値をデ
ジタル値に変換することができるより低コストのデバイスであることが可能であるという
点で、コストを節約することができる。
【００２９】
　図4Bは、電子デバイス30(2)の外部会議ピン42に適用される外部可変抵抗器56(1)の可変
抵抗値Rrefに基づいて新たなDevice_Id44(1)を生成するように構成されたデバイス識別情
報生成回路48(2)を有する電子デバイス30(2)の別の例の概略図である。電子デバイス30(2
)は、図2A～図4Aと図4Bとの間で共通の番号でラベル付けされた共通の要素を有する図2A
～図4A中の電子デバイス30、30(1)と同様である。この例では、電子デバイス30(1)のデバ
イス識別情報生成回路48(1)に可変電圧Vrefを印加する図4A中の外部ソース50(1)の代わり
に、会議ピン42に外部可変抵抗器56(1)の可変抵抗値Rrefを適用するように構成された代
替の外部ソース50(2)が、図4Bにおいて提供される。外部ソース50(2)は、外部可変抵抗器
56(1)に正の電力レール(Vdd)または接地(Vss)のいずれかを適用するように構成される。
外部可変抵抗器56(1)の可変抵抗値Rrefは、可変電圧Vrefを生成するために、外部可変抵
抗器56(1)にわたる電圧を分割する分圧器と、電子デバイス30(2)内の内部抵抗器Rinとを
提供する回路52(2)を形成することになる。図4A中の電子デバイス30(1)と同様に、デバイ
ス識別情報生成回路48(2)のADC54は、可変電圧Vrefの振幅(すなわち、電圧レベル)に基づ
いてデジタル値を生成するように構成される。可変電圧Vrefは、ADC54によって異なる電
圧範囲に分割される。このようにして、外部ソース50(2)は、可変電圧Vrefの電圧レベル
を制御することに基づいて、電子デバイス30(2)のDevice_Id44(1)を所望のデバイス識別
情報に外部的にプログラムまたは再プログラムすることができる。
【００３０】
　図4Cは、電子デバイス30(3)の会議ピン42に適用される外部可変キャパシタ58(1)の静電
容量Crefに基づいて新たなDevice_Id44(1)を生成するように構成されたデバイス識別情報
生成回路48(3)を有する電子デバイス30(3)の別の例の概略図である。電子デバイス30(3)
は、図2A～図4Aと図4Cとの間で共通の番号でラベル付けされた共通の要素を有する図2A～
図4A中の電子デバイス30、30(1)と同様である。この例では、電子デバイス30(2)のデバイ
ス識別情報生成回路48(2)に可変電圧Vrefを印加する図4B中の外部ソース50(2)の代わりに
、会議ピン42に外部可変キャパシタ58(1)の可変静電容量Crefを適用するように構成され
た代替の外部ソース50(3)が、図4Cにおいて提供される。外部ソース50(3)は、外部可変キ
ャパシタ58(1)に電力レール(Vdd)または接地(Vss)のいずれかを適用するように構成され
る。外部可変キャパシタ58(1)の可変静電容量Crefは、外部可変キャパシタ58(1)の可変静
電容量Crefをデバイス識別情報生成回路48(3)に結合する回路52(3)を形成することになる
。デバイス識別情報生成回路48(3)は、外部可変キャパシタ58(1)の充電時間を測定するこ
とによって、可変静電容量Crefを検出するように構成される。検出された可変静電容量Cr
efは、外部可変キャパシタ58(1)の可変静電容量Crefに基づいてデジタル値を生成するた
めに、デバイス識別情報生成回路48(3)のADC54によって使用されることが可能である。
【００３１】
　図4A～図4C中の電子デバイス30(1)～30(3)の他の例では、電子デバイス30は、抵抗値、
インダクタンス、または静電容量以外の別の電気的特性に基づいて新たなDevice_Id44を
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生成するように構成された代替のデバイス識別情報生成回路48を設けられることが可能で
あることに留意されたい。たとえば、電気的特性は、外部ソース50によって電子デバイス
30のデバイス識別情報生成回路48に適用される外部信号の周波数であってもよい。たとえ
ば、外部信号は、以下で説明するように、データ信号またはクロック信号を含む通信バス
信号であってもよい。デバイス識別情報生成回路48は、そのような周波数に基づいてデジ
タル値を生成するためにADC54によって使用されるべき外部信号の周波数を測定するよう
に構成されることが可能である。
【００３２】
　電子デバイスが、電子デバイスのためのデバイス識別情報として、製造業者によるよう
な、事前に電子デバイス内にプログラムされたあらかじめ定義されたデバイス識別子を選
択することを可能にすることを望ましい場合もある。この機能は、上記で説明した電子デ
バイス30～30(3)内に提供されるように、そのデバイス識別情報が再プログラムされるこ
とを可能にするように構成されている電子デバイスの代わりに、またはそれに加えて提供
されることが可能である。この点について、図4Dは、デバイス識別ポートとして提供され
るデバイス識別ピンとしての会議ピン42に適用される電気的特性に基づいて電子デバイス
30(4)を識別するために使用されるべきデバイス識別情報を選択するように構成された代
替の電子デバイス30(4)の概略図である。図4D中の外部ソース50(4)が回路52(4)において
検出されることが可能な電気的特性を生成することができる方法は、上記およびそこで説
明した例のいずれかにおいて提供されるのと同じであることが可能である。よって、説明
は繰り返さない。
【００３３】
　しかしながら、図4D中の電子デバイス30(4)では、デバイス識別情報選択回路55が、デ
バイス識別情報生成回路の代替として設けられる。デバイス識別情報選択回路55は、上記
で説明したデバイス識別情報生成回路48～48(3)と同様のADC54を含む。会議ピン42上の外
部ソース50(4)によって生成された電気的特性は、デバイス識別情報選択回路55によって
検出されることが可能である。デバイス識別情報選択回路55のADC54は、デバイス識別情
報選択回路55によって検出された電気的特性に基づいてデジタル値を生成するように構成
される。ADC54は、低コストADCであってもよい。各々があらかじめ記憶されたDevice_Id4
4(2)～44(5)を有する複数のデバイス識別子Id3～Id0のうちの1つを選択するために複数の
デコーダ線61のうちの1つを選択するために、ADC54によって生成されたデジタル値を受信
し、使用するように構成されたデコーダ63が、デバイス識別情報選択回路55内に設けられ
る。一態様では、Device_Id44(2)～44(5)の各々は、他に対して固有である。デバイス識
別子Id3～Id0の各々は、所望の任意のビット数で構成されてもよい。選択されたデバイス
識別子Id3～Id0は、電子デバイス30(4)のためのデバイス識別情報として使用されること
が可能である。この例では、4つのDevice_Id44(2)～44(5)が存在するので、デコーダ63は
、2-4デコーダであり、デコーダ63は、ADC54から2ビットデジタル値を受信するように構
成される。
【００３４】
　したがって要約すると、図4Dの電子デバイス30(4)では、デバイス識別情報は、この例
では再プログラム可能でないが、選択可能な複数のDevice_Id44(2)～44(5)を提供するこ
とによって、それ自体を識別するために電子デバイス30(4)によって使用されるべきデバ
イス識別情報は、外部ソース50(4)を介して選択されることが可能である。デバイス識別
情報を再プログラムまたは選択させるために、上記で説明した電子デバイス30～30(4)な
どの電子デバイスに適用される外部ソースはまた、再プログラムされるべき電子デバイス
とともに共通通信バスに結合された別の電子デバイスによって提供されることが可能であ
る。
【００３５】
　この点について、図5は、例示的なバス通信システム60(1)の概略図である。バス通信シ
ステム60(1)は、通信バス66に結合された例示的なスレーブデバイス62(1)～62(N)とマス
タデバイス64とを含み、ここで「N」は、スレーブデバイス62の数を表す。マスタデバイ
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ス64および/またはスレーブデバイス62(1)～62(N)は、非限定的な例として、別々の構成
要素内に設けられてもよく、または同じ回路基板上に配置されてもよい。図5中のバス通
信システム60(1)は、例示的なシステムであるが、バス通信システム60(1)はまた、システ
ムのプロトコルの一部として通信バスに結合されたスレーブデバイスのデバイス識別情報
を要求する通信バスを含む任意の他のシステムであってもよい。スレーブデバイス62(1)
～62(N)の各々は、上記で説明したデバイス識別情報生成回路と同様であることが可能な
デバイス識別情報生成回路48(1)～48(N)を有する。
【００３６】
　図5を引き続き参照すると、デバイス識別情報生成回路48(1)～48(N)は、通信バス信号6
5に適用される可変電圧Vref(1)～Vref(N)に基づいて、それらのそれぞれのスレーブデバ
イス62(1)～62(N)のための新たなDevice_Id(図示せず)を生成するように構成される。こ
の例では、スレーブデバイス62(1)～62(N)のための新たなDevice_Idを生成するために使
用される通信バス信号65は、通信バスクロック信号67である。通信バスクロック信号67は
、通信バス66の共通クロック線70に結合された外部プルアップまたはプルダウン抵抗器Re
xt(1)～Rext(N)の結果として、それぞれのスレーブデバイス62(1)～62(N)の既存のクロッ
クピン68(1)～68(N)上でアサートされる。可変電圧Vref(1)～Vref(N)は、クロック線70に
適用される通信バスクロック信号67の一定のトグリングレート(toggling rate)の結果と
して生成され、クロック線70は、クロックピン68(1)～68(N)と、マスタクロックピン72と
して設けられたマスタクロックポートとに結合される。通信バスクロック信号67の直流(D
C)成分が、固有の可変電圧Vref(1)～Vref(N)を生成するために外部抵抗器Rext(1)～Rext(
N)に適用されるように、交流(AC)結合74(1)～74(N)は、通信バスクロック信号67のAC成分
をフィルタリングするために設けられ、クロック線70に結合される。この点について、外
部抵抗器Rext(1)～Rext(N)は、固有のデバイス識別情報(たとえば、Device_Id)を生成す
るために、デバイス識別情報生成回路48(1)～48(N)内のADCに異なるデジタル出力値を生
成させるように可変電圧Vref(1)～Vref(N)にさせる固有の抵抗値を有するように選択され
ることが可能である。代替的には、別の例として、可変電圧Vref(1)～Vref(N)は、外部抵
抗器Rext(1)～Rext(N)に適用される通信バス66の一部として制御信号(図示せず)をトグリ
ングする結果として生成されることが可能である。
【００３７】
　通信バス66が、マスタデバイス64のマスタデータピン82からバス通信データを能動的に
ルーティングしながら、図5中のバス通信システム60(1)内のスレーブデバイス62(1)～62(
N)が、それらのそれぞれのデバイス識別情報をプログラムまたは再プログラムすることが
可能であることが望ましい場合がある。このようにして、それらのデバイス識別情報をプ
ログラムまたは再プログラムしていないスレーブデバイス62(1)～62(N)は、動作を続ける
ことができる。たとえば、スレーブデバイス62(N)は、スレーブデバイス62(1)が通信バス
66にすでに結合され、通信バス66を介してマスタデバイス64との通信データを能動的に受
信および交換している後、通信バス66に追加されてもよい。
【００３８】
　この点について、図6は、通信バス66が順序付けられたシーケンスにおいてアクティブ
である間、新たなデバイス識別情報を生成する図5中の通信バス66に結合されたスレーブ
デバイス62の例示的なプロセス100のフローチャートである。図6を参照すると、スレーブ
デバイス62は、通信バス66に結合された後に起動する(ブロック102)。たとえば、スレー
ブデバイス62は、電源がオンされた後に起動してもよい。スレーブデバイス62は、次いで
、通信バス66と同期するために、通信バス66のバスアクティビティをリッスンし、同期ス
トリームを識別する(ブロック104)。たとえば、スレーブデバイス62は、通信バス66上の
スレーブデバイスステータスレポートをリッスンしてもよい。また、スレーブデバイス62
は、先に説明したように、そのデバイス識別情報(Device_Id)をプログラムまたは再プロ
グラムするために、通信バス信号65から予想されるパターンをフィルタリングし、通信バ
ス信号65の電気的特性を測定する(ブロック106)。たとえば、図5中のバス通信システム60
(1)において、通信バス信号65は、通信バスクロック信号67である。したがって、スレー
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ブデバイス62は、そのデバイス識別情報(Device_Id)をプログラムするために、図5の例で
は通信バスクロック信号67の電気的特性を測定する。
【００３９】
　図6を引き続き参照すると、スレーブデバイス62が、バス通信の準備時間を短縮するた
めに、並列動作でブロック104において通信バス66上のバスアクティビティをリッスンし
ながら、スレーブデバイス62は、ブロック106において、通信バス信号65から予測される
パターンをフィルタリングし、通信バス信号65の電気的特性を測定するように構成されて
もよい。このようにして、スレーブデバイス62が通信バス66上で通信する準備ができてい
るとき、スレーブデバイス62は、その新たなデバイス識別情報(Device_Id)を用いて通信
バス66上でその存在を報告することができる(ブロック108)。スレーブデバイス62は、次
いで、その新たにプログラムされたデバイス識別情報を使用して通信バス66上のバス通信
に参加する(ブロック110)。
【００４０】
　スレーブデバイス62が通信バス信号65としてデータ信号の電気的特性を測定することに
よってそのデバイス識別情報をプログラムまたは再プログラムすることを可能にすること
が望ましい場合もある。この点について、図7は、図5に提供するように通信バス66に結合
されたスレーブデバイス62(1)～62(N)とマスタデバイス64とを含む別の例示的なバス通信
システム60(2)の概略図である。「N」は、スレーブデバイス62の数を表す。しかしながら
、図7中のバス通信システム60(2)はまた、システムのプロトコルの一部として通信バスに
結合されたスレーブデバイスのデバイス識別情報を呼び出す通信バスを含む任意の他のシ
ステムであってもよい。デバイス識別情報生成回路48(1)～48(N)は、それぞれ、通信バス
66の共通データ線76に結合された外部プルアップまたはプルダウン抵抗器Rext(1)～Rext(
N)の結果として既存のデータピン80(1)～80(N)に印加される可変電圧Vref(1)～Vref(N)に
基づいて、それらのそれぞれのスレーブデバイス62(1)～62(N)のための新たなDevice_Id
を生成するように構成される。可変電圧Vref(1)～Vref(N)は、データ線76に適用される通
信バスデータ信号78のトグリングの結果として生成され、データ線76は、データピン80(1
)～80(N)と、マスタデータピン82として設けられたマスタデータポートとに結合される。
図5中のバス通信システム60(1)において設けられている通りに、通信バスデータ信号78の
DC成分が、固有の可変電圧Vref(1)～Vref(N)を生成するために外部抵抗器Rext(1)～Rext(
N)に適用されるように、AC結合74(1)～74(N)は、通信バスデータ信号78の任意のAC成分を
フィルタリングするために設けられ、データ線76に結合される。この点について、外部抵
抗器Rext(1)～Rext(N)は、固有のDevice_Idを生成するために、デバイス識別情報生成回
路48(1)～48(N)内のADCに異なるデジタル出力値を生成させるように可変電圧Vref(1)～Vr
ef(N)にさせる固有の抵抗値を有するように選択されることが可能である。
【００４１】
　通信バス66がアクティブである間、新たなデバイス識別情報を生成するための、通信バ
ス66に結合されたスレーブデバイス62の図6におけるプロセスはまた、図7中のバス通信シ
ステム60(2)内のスレーブデバイス62(1)～62(N)によって用いられることが可能である。
【００４２】
　図8Aは、図7中のバス通信システム60(2)と同様の別の例示的なバス通信システム60(3)
の概略図である。図8A中のバス通信システム60(3)では、スイッチSW(1)～SW(N)は、外部
抵抗器Rext(1)～Rext(N)にVddまたはVss電力レールのいずれかを切替可能に結合するため
に、それぞれの外部抵抗器Rext(1)～Rext(N)とVddまたはVssとの間に設けられ、配置され
る。スイッチSW(1)～SW(N)は、マスタデバイス64によって、スレーブデバイス62(1)～62(
N)のDevice_Idを再プログラムすることが要求されたとき、外部抵抗器Rext(1)～Rext(N)
をVddまたはVssに結合するために閉じられるように、マスタデバイス64に結合されたスイ
ッチ制御線84によって制御されることが可能である。同様に、マスタデバイス64がスレー
ブデバイス62(1)～62(N)のDevice_Idを再プログラムした後、スイッチSW(1)～SW(N)は、
外部抵抗器Rext(1)～Rext(N)をVddまたはVssに対して分離するために開かれるように、マ
スタデバイス64に結合されたスイッチ制御線84によって制御されることが可能である。こ
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のようにして、スレーブデバイス62(1)～62(N)のDevice_Idがプログラムされていないと
き、外部抵抗器Rext(1)～Rext(N)は、電力が外部抵抗器Rext(1)～Rext(N)によって消費さ
れないように、VddまたはVssから分離され、それによって電力を節約する。
【００４３】
　通信バス66がアクティブである間、新たなデバイス識別情報を生成するための、通信バ
ス66に結合されたスレーブデバイス62の図6におけるプロセスはまた、図8A中のバス通信
システム60(3)内のスレーブデバイス62(1)～62(N)によって用いられることが可能である
。
【００４４】
　図8Bは、図8A中のバス通信システム60(3)と同様の別の例示的なバス通信システム60(4)
の概略図である。しかしながら、スイッチSW(1)～SW(N)は、外部抵抗器Rext(1)～Rext(N)
にVddまたはVss電力レールのいずれかを切替可能に結合するために、データピン80(1)～8
0(N)とそれぞれの外部抵抗器Rext(1)～Rext(N)との間に設けられ、配置される。スイッチ
SW(1)～SW(N)は、初期化プロセスまたはスレーブデバイス62の発見プロセスの間などの、
マスタデバイス64によって、スレーブデバイス62(1)～62(N)のDevice_Idを再プログラム
することが要求されたとき、データピン80(1)～80(N)をそれぞれの外部抵抗器Rext(1)～R
ext(N)に結合するために閉じられるように、マスタデバイス64に結合されたスイッチ制御
線84によって制御されることが可能である。同様に、マスタデバイス64がスレーブデバイ
ス62(1)～62(N)のDevice_Idを再プログラムした後、スイッチSW(1)～SW(N)は、データピ
ン80(1)～80(N)をそれぞれの外部抵抗器Rext(1)～Rext(N)から分離するために開かれるよ
うに、マスタデバイス64に結合されたスイッチ制御線84によって制御されることが可能で
ある。このようにして、スレーブデバイス62(1)～62(N)のDevice_Idがプログラムされて
いないとき、外部抵抗器Rext(1)～Rext(N)は、電力が外部抵抗器Rext(1)～Rext(N)によっ
て消費されないように、VddまたはVssから分離され、それによって電力を節約する。
【００４５】
　通信バス66がアクティブである間、新たなデバイス識別情報を生成するための、通信バ
ス66に結合されたスレーブデバイス62の図6におけるプロセスはまた、図8B中のバス通信
システム60(4)内のスレーブデバイス62(1)～62(N)によって用いられることが可能である
。
【００４６】
　バス通信識別のためのデバイス識別情報の選択または再プログラムなどの外部制御を可
能にするために電子デバイスにおけるデバイス識別情報生成を提供する例は、異なるタイ
プの通信バスを用いる異なる通信システムにおいて提供されることが可能である。他の通
信システムはまた、固有のデバイス識別情報を有するために通信バスに通信可能に結合さ
れた電子デバイスを要求してもよい。
【００４７】
　この点について、MIPI(登録商標)アライアンスは、オーディオチャネルに関するデジタ
ルデータを電子デバイス内の異なるオーディオデバイスに転送するための通信プロトコル
として、SoundWireを最近発表した。本明細書で使用される場合、SoundWireの仕様は、そ
の全体が参照により本明細書に組み込まれている、2014年10月29日に公開された、SOUNDW
IRE specification version 8, revision 04を少なくとも意味することが意図される。So
undwireでは、1つのSoundWireマスタインターフェースは、マスタ電子デバイス(「マスタ
デバイス」)またはそれに通信可能に結合されたモニタが、SoundWireスレーブインターフ
ェースに結合された1つまたは複数のスレーブ電子デバイス(「スレーブデバイス」)と、
共通通信バスを介して通信することを可能にする。マスタデバイスは、2つの物理的信号
、共通クロック線を介して通信されるクロック信号と、Soundwire通信バスの共通データ
線を介して通信されるデータ信号とを使用して、スレーブデバイスと通信する。したがっ
て、Soundwireシステムでは、データ衝突を回避するために、時分割多重(TDM)フレーム構
造が、共通Soundwire通信バスを介するビットレートメディアストリームの搬送のために
使用される。マスタデバイスは、バス通信のためにスレーブデバイスの各々に送信タイム
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スロットを割り当てる。したがって、Soundwireプロトコルは、Soundwire通信バスに接続
されたスレーブデバイスの各々が、固有のデバイス識別情報を介してマスタデバイスによ
って確認されることを必要としてもよい。
【００４８】
　この点について、図9は、例示的なSoundwireバス通信システム60(5)の概略図である。S
oundwireバス通信システム60(5)は、Soundwire通信バス66Sに結合された例示的なSoundwi
reオーディオスレーブデバイス62S(1)～62S(N)とSoundwireマスタデバイス64Sとを含み、
ここで「N」は、Soundwireオーディオスレーブデバイス62S(1)～62S(N)の数を表す。Soun
dwireマスタデバイス64Sおよび/またはSoundwireオーディオスレーブデバイス62S(1)～62
S(N)は、非限定的な例として、別々の構成要素内に設けられてもよく、または同じ回路基
板上に配置されてもよい。Soundwireオーディオスレーブデバイス62S(1)～62S(N)の各々
は、図5中の上記で説明したデバイス識別情報生成回路48(1)～48(N)と同様であることが
可能なデバイス識別情報生成回路48S(1)～48S(N)を有する。
【００４９】
　図9を引き続き参照すると、デバイス識別情報生成回路48S(1)～48S(N)は、Soundwire通
信バス信号65Sに適用される可変電圧Vref(1)～Vref(N)に基づいて、それらのそれぞれのS
oundwireオーディオスレーブデバイス62S(1)～62S(N)のための新たなDevice_Id(図示せず
)を生成するように構成される。この例では、Soundwireオーディオスレーブデバイス62S(
1)～62S(N)のための新たなDevice_Idを生成するために使用されるSoundwire通信バス信号
65Sは、共通バスクロック信号67Sである。通信バスクロック信号67Sは、Soundwire通信バ
ス66Sの共通クロック線70Sに結合された外部プルアップまたはプルダウン抵抗器Rext(1)
～Rext(N)の結果として、それぞれのSoundwireオーディオスレーブデバイス62S(1)～62S(
N)の既存のクロックピン68S(1)～68S(N)上でアサートされる。可変電圧Vref(1)～Vref(N)
は、クロック線70Sに適用される通信バスクロック信号67Sの一定のトグリングレートの結
果として生成され、クロック線70Sは、クロックピン68S(1)～68S(N)と、マスタクロック
ピン72Sとして設けられたマスタクロックポートとに結合される。通信バスクロック信号6
7SのDC成分が、固有の可変電圧Vref(1)～Vref(N)を生成するために外部抵抗器Rext(1)～R
ext(N)に適用されるように、AC結合74(1)～74(N)は、通信バスクロック信号67SのAC成分
をフィルタリングするために設けられ、クロック線70Sに結合される。この点について、
外部抵抗器Rext(1)～Rext(N)は、固有のデバイス識別情報(たとえば、Device_Id)を生成
するために、デバイス識別情報生成回路48S(1)～48S(N)内のADCに異なるデジタル出力値
を生成させるように可変電圧Vref(1)～Vref(N)にさせる固有の抵抗値を有するように選択
されることが可能である。代替的には、別の例として、可変電圧Vref(1)～Vref(N)は、外
部抵抗器Rext(1)～Rext(N)に適用されるSoundwire通信バス66Sの一部として制御信号(図
示せず)をトグリングする結果として生成されることが可能である。
【００５０】
　Soundwire通信バス66Sが、Soundwireマスタデバイス64Sのマスタデータピン82Sからバ
ス通信データを能動的にルーティングしながら、図9中のSoundwireバス通信システム60(5
)内のSoundwireオーディオスレーブデバイス62S(1)～62S(N)が、それらのそれぞれのデバ
イス識別情報をプログラムまたは再プログラムすることが可能であることが望ましい場合
がある。このようにして、それらのデバイス識別情報をプログラムまたは再プログラムし
ていないSoundwireオーディオスレーブデバイス62S(1)～62S(N)は、動作を続けることが
できる。たとえば、Soundwireオーディオスレーブデバイス62S(N)は、Soundwireオーディ
オスレーブデバイス62S(1)がSoundwire通信バス66Sにすでに結合され、Soundwire通信バ
ス66Sを介してSoundwireマスタデバイス64SとのSoundwire通信データを能動的に受信およ
び交換している後、Soundwire通信バス66Sに追加されてもよい。
【００５１】
　この点について、図10は、Soundwire通信バス66Sが順序付けられたシーケンスにおいて
アクティブである間、新たなデバイス識別情報を生成する図9中のSoundwire通信バス66S
に結合されたSoundwireオーディオスレーブデバイス62Sの例示的なプロセス120のフロー
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チャートである。図10を参照すると、Soundwireオーディオスレーブデバイス62Sは、Soun
dwire通信バス66Sに結合された後に起動する(ブロック122)。たとえば、Soundwireオーデ
ィオスレーブデバイス62Sは、電源がオンされた後に起動してもよい。Soundwireオーディ
オスレーブデバイス62Sは、次いで、Soundwire通信バス66Sと同期するために、Soundwire
通信バス66Sのバスアクティビティをリッスンし、Soundwire同期ストリームを識別する(
ブロック124)。たとえば、Soundwireオーディオスレーブデバイス62Sは、Soundwire通信
バス66S上のSoundwireオーディオスレーブデバイスステータスレポートをリッスンしても
よい。また、Soundwireオーディオスレーブデバイス62Sは、先に説明したように、そのデ
バイス識別情報(Device_Id)をプログラムまたは再プログラムするために、Soundwire通信
バス信号65Sから予想されるパターンをフィルタリングし、Soundwire通信バス信号65Sの
電気的特性を測定する(ブロック126)。たとえば、図10中のSoundwireバス通信システム60
(5)において、Soundwire通信バス信号65Sは、通信バスクロック信号67Sである。したがっ
て、Soundwireオーディオスレーブデバイス62Sは、そのデバイス識別情報(Device_Id)を
プログラムするために、図9の例では通信バスクロック信号67Sの電気的特性を測定する。
【００５２】
　図10を引き続き参照すると、Soundwireオーディオスレーブデバイス62Sが、バス通信の
準備時間を短縮するために、並列動作でブロック114においてSoundwire通信バス66S上の
バスアクティビティをリッスンしながら、Soundwireオーディオスレーブデバイス62Sは、
ブロック116において、Soundwire通信バス信号65Sから予測されるパターンをフィルタリ
ングし、Soundwire通信バス信号65Sの電気的特性を測定するように構成されてもよい。こ
のようにして、Soundwireオーディオスレーブデバイス62SがSoundwire通信バス66S上で通
信する準備ができているとき、Soundwireオーディオスレーブデバイス62Sは、その新たな
デバイス識別情報(Device_Id)を用いてSoundwire通信バス66S上でその存在を報告するこ
とができる(ブロック128)。Soundwireオーディオスレーブデバイス62Sは、次いで、その
新たにプログラムされたデバイス識別情報を使用してSoundwire通信バス66S上のバス通信
に参加する(ブロック130)。
【００５３】
　バス通信識別のためのデバイス識別情報の選択または再プログラムなどの外部制御を可
能にするために本明細書で開示されたデバイス識別情報生成回路を含むオーディオ電子デ
バイスは、任意のプロセッサベースのデバイス内に設けられてもよく、またはそこに組み
込まれてもよい。例は、限定はしないが、セットトップボックス、娯楽ユニット、ナビゲ
ーションデバイス、通信デバイス、固定位置データユニット、モバイル位置データユニッ
ト、携帯電話、セルラー電話、コンピュータ、ポータブルコンピュータ、デスクトップコ
ンピュータ、携帯情報端末(PDA)、モニタ、コンピュータモニタ、テレビジョン、チュー
ナ、ラジオ、衛星ラジオ、音楽プレーヤ、デジタル音楽プレーヤ、ポータブル音楽プレー
ヤ、デジタルビデオプレーヤ、ビデオプレーヤ、デジタルビデオディスク(DVD)プレーヤ
、およびポータブルデジタルビデオプレーヤを含む。
【００５４】
　当業者は、本明細書に開示された態様に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック
、モジュール、回路、およびアルゴリズムが、電子ハードウェア、メモリもしくは別のコ
ンピュータ可読媒体内に記憶され、プロセッサもしくは他の処理デバイスによって実行さ
れる命令、または両方の組合せとして実施されてもよいことをさらに理解するであろう。
本明細書で説明されるマスタデバイスおよびスレーブデバイスは、例として、任意の回路
、ハードウェア構成要素、集積回路(IC)、またはICチップとして実施され得る。本明細書
で開示されるメモリは、任意のタイプおよびサイズのメモリであり得、任意のタイプの所
望の情報を記憶するように構成され得る。この互換性を明確に示すために、様々な例示的
構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、その機能に関して一般的に
上記で説明された。そのような機能がどのように実装されるかは、特定の応用分野、設計
の選択、および/またはシステム全体に対して課される設計制約に依存する。当業者は、
説明される機能を各々の特定の応用分野について様々な方式で実装し得るが、そのような
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実装判断が、本開示の範囲からの逸脱を引き起こすと解釈されるべきではない。
【００５５】
　本明細書で開示された態様に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュー
ル、および回路は、プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(
ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理
デバイス、ディスクリートゲートもしくはトランジスタロジック、ディスクリートハード
ウェア構成要素、または、本明細書に記載の機能を実行するように設計されたそれらの任
意の組合せで実施または実行されてもよい。プロセッサはマイクロプロセッサであり得る
が、代替実施形態では、プロセッサは、任意の従来型プロセッサ、コントローラ、マイク
ロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデ
バイスの組合せ、たとえばDSPとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッ
サ、1つまたは複数のマイクロプロセッサとDSPコア、または任意の他のそのような構成と
して実装され得る。
【００５６】
　本明細書で開示された態様は、ハードウェアおよびハードウェア内に記憶された命令に
おいて具体化されてもよく、たとえば、ランダムアクセスメモリ(RAM)、フラッシュメモ
リ、読出し専用メモリ(ROM)、電気的プログラマブルROM(EPROM)、電気的消去可能プログ
ラマブルROM(EEPROM)、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、CD-ROM、ま
たは当該技術分野において公知の任意の他の形態のコンピュータ可読媒体内に存在しても
よい。例示的記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を
書き込み得るようにプロセッサに結合される。代替実施形態では、記憶媒体はプロセッサ
と一体であり得る。プロセッサおよび記憶媒体は、ASIC内にあり得る。ASICはリモート局
内にあり得る。代替実施形態では、プロセッサおよび記憶媒体は、別個の構成要素として
リモート局、基地局、またはサーバ内にあり得る。
【００５７】
　また、本明細書における例示的な態様のいずれかにおいて説明した動作ステップは、例
および説明を提供するために説明されていることに留意されたい。説明される動作は、図
示されるシーケンス以外の多数の異なるシーケンスで実施され得る。さらに、単一の動作
ステップで説明される動作は、実際にはいくつかの異なるステップで実施され得る。さら
に、例示的態様で論じられる1つまたは複数の動作ステップが組み合わされ得る。フロー
チャート図内に示す動作ステップは、当業者に容易に明らかになるように、多数の異なる
変更を受けてもよいことが理解されるべきである。当業者はまた、情報および信号が様々
な異なる技術および技法のいずれかを使用して表されてもよいことを理解するであろう。
たとえば、上記の説明全体にわたって参照される場合があるデータ、命令、コマンド、情
報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性
粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表すことができる。
【００５８】
　本開示の前述の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするために
提供される。本開示に対する種々の変更形態が、当業者から見て容易に明らかとなり、本
明細書において規定される一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく、
他の変形形態に適用することができる。したがって、本開示は、本明細書において説明さ
れる例および設計に限定されるものではなく、本明細書において開示される原理および新
規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【００５９】
　　30　電子デバイス
　　30(1)　電子デバイス
　　30(2)　電子デバイス
　　30(3)　電子デバイス
　　30(4)　電子デバイス
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　　32　外部ピン
　　34　電源ピン
　　36　接地ピン
　　38　データピン
　　40　クロックピン
　　42　会議ピン
　　44　内部デバイス識別情報メモリ、Device_Id
　　44(1)　Device_Id
　　44(2)　Device_Id
　　44(3)　Device_Id
　　44(4)　Device_Id
　　44(5)　Device_Id
　　46　外部ピン
　　48　デバイス識別情報生成回路
　　48(1)～48(N)　デバイス識別情報生成回路
　　48(2)　デバイス識別情報生成回路
　　48(3)　デバイス識別情報生成回路
　　48S(1)～48S(N)　デバイス識別情報生成回路
　　50　外部ソース
　　50(1)　外部可変電圧源
　　50(2)　外部ソース
　　50(3)　外部ソース
　　50(4)　外部ソース
　　52　回路
　　52(1)　回路
　　52(2)　回路
　　52(3)　回路
　　52(4)　回路
　　54　アナログ-デジタル変換器、ADC
　　55　デバイス識別情報選択回路
　　56　外部抵抗器
　　56(1)　外部可変抵抗器
　　57　バッファ回路
　　58(1)　外部可変キャパシタ
　　59　表
　　60(1)　バス通信システム
　　60(2)　バス通信システム
　　60(3)　バス通信システム
　　60(4)　バス通信システム
　　60(5)　Soundwireバス通信システム
　　61　デコーダ線
　　62　スレーブデバイス
　　62(1)～62(N)　スレーブデバイス
　　62S(1)～62S(N)　Soundwireオーディオスレーブデバイス
　　63　デコーダ
　　64　マスタデバイス
　　64S　Soundwireマスタデバイス
　　65　通信バス信号
　　65S　Soundwire通信バス信号
　　66　通信バス
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　　66S　Soundwire通信バス
　　67　通信バスクロック信号
　　67S　通信バスクロック信号
　　68(1)～68(N)　クロックピン
　　68S(1)～68S(N)　クロックピン
　　70　共通クロック線
　　70S　クロック線
　　72　マスタクロックピン
　　72S　マスタクロックピン
　　74(1)～74(N)　AC結合
　　76　共通データ線
　　78　通信バスデータ信号
　　80(1)～80(N)　データピン
　　82　マスタデータピン
　　82S　マスタデータピン
　　84　スイッチ制御線

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３】

【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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【図４Ｃ】 【図４Ｄ】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８Ａ】

【図８Ｂ】 【図９】
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【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月4日(2016.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　そのデバイス識別情報を再プログラムするように構成された電子デバイスであって、
　通信バスに結合されるように構成されたデバイス識別ポートと、
　前記デバイス識別ポートに結合されたデバイス識別情報生成回路とを備え、
　　前記デバイス識別情報生成回路が、
　　前記デバイス識別ポート上で前記通信バスから受信した通信バス信号の電気的特性を
検出すること、
　　前記検出された電気的特性に基づいてデバイス識別情報を生成することであって、前
記デバイス識別情報が、前記電子デバイス内で提供される複数のデバイス識別情報から選
択されること、および
　　前記生成されたデバイス識別情報をデバイス識別情報メモリ内に記憶することを行う
ように構成されている、電子デバイス。
【請求項２】
　前記デバイス識別ポートが、デバイス識別ピンを備える、請求項1に記載の電子デバイ
ス。
【請求項３】
　前記デバイス識別ポートが、前記通信バスのクロック線に結合されるように構成され、
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　前記デバイス識別情報生成回路が、前記デバイス識別ポート上で前記通信バスから受信
した通信バスクロック信号を備える前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するように
構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項４】
　前記デバイス識別ポートが、前記通信バスのデータ線に結合されるように構成され、
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記デバイス識別ポート上で前記通信バスから受信
した通信バスデータ信号を備える前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するように構
成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項５】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記通信バス信号の電圧を含む前記通信バス信号の
前記電気的特性を検出するように構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項６】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記通信バス信号の可変電圧を含む前記通信バス信
号の前記電気的特性を検出するように構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項７】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記電子デバイスの外部にあるが前記デバイス識別
ポートに結合された抵抗器の抵抗値を含む前記通信バス信号の前記電気的特性を検出する
ように構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項８】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記電子デバイスの外部にあるが前記デバイス識別
ポートに結合された可変抵抗器の抵抗値を含む前記通信バス信号の前記電気的特性を検出
するように構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項９】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記通信バス信号の静電容量を含む前記通信バス信
号の前記電気的特性を検出するように構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項１０】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記電子デバイスの外部にあるが、設けられた前記
デバイス識別ポートに結合されたキャパシタの静電容量を含む前記通信バス信号の前記電
気的特性を検出するように構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項１１】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記電子デバイスの外部にあるが前記デバイス識別
ポートに結合された可変キャパシタを含む前記通信バス信号の前記電気的特性を検出する
ように構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項１２】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記通信バス信号の周波数を含む前記通信バス信号
の前記電気的特性を検出するように構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項１３】
　前記デバイス識別情報生成回路が、バッファ回路を備える、請求項1に記載の電子デバ
イス。
【請求項１４】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記通信バス信号の前記検出された電気的特性のア
ナログ値を前記デバイス識別情報としてデジタル値に変換するように構成されたアナログ
-デジタル変換器(ADC)を備える、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項１５】
　前記デバイス識別情報メモリが、多ビットデバイス識別情報メモリを記憶するように構
成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項１６】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記多ビットデバイス識別情報メモリのビットのサ
ブセットを前記デバイス識別情報メモリ内に記憶するように構成された、請求項15に記載
の電子デバイス。
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【請求項１７】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記検出された電気的特性に基づいて、前記デバイ
ス識別情報の前記複数のデバイス識別情報のうちの少なくとも1つのデバイス識別情報を
選択するように構成されたデバイス識別情報選択回路を備える、請求項1に記載の電子デ
バイス。
【請求項１８】
　前記通信バスに前記電子デバイスを同期させるために同期ストリームを識別するように
構成され、
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記同期ストリームの識別の間に、前記デバイス識
別ポート上で前記通信バスから受信した前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するよ
うに構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項１９】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記通信バスに結合されたマスタデバイスから前記
デバイス識別ポート上で前記通信バスから受信された前記通信バス信号の前記電気的特性
を検出するように構成された、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項２０】
　Soundwireオーディオスレーブデバイスを備える、請求項1に記載の電子デバイス。
【請求項２１】
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記デバイス識別ポート上でSoundwire通信バスを
備える前記通信バスから受信したSoundwire通信バス信号を含む前記通信バス信号の前記
電気的特性を検出するように構成された、請求項20に記載の電子デバイス。
【請求項２２】
　そのデバイス識別情報を再プログラムするように構成された電子デバイスであって、
　通信バスに結合するために構成されたデバイス識別手段と、
　前記デバイス識別手段に結合されたデバイス識別情報生成手段とを備え、
　　前記デバイス識別情報生成手段が、
　　前記デバイス識別手段上で前記通信バスから受信した通信バス信号の電気的特性を検
出すること、
　　前記検出された電気的特性に基づいてデバイス識別情報を生成することであって、前
記デバイス識別情報が、前記電子デバイス内で提供される複数のデバイス識別情報から選
択されること、および
　　前記生成されたデバイス識別情報をデバイス識別情報メモリ内に記憶することを行う
ためのものである、電子デバイス。
【請求項２３】
　電子デバイスが、そのデバイス識別情報を再プログラムするための方法であって、
　通信バスに結合されたデバイス識別ポート上で前記通信バスから受信した通信バス信号
の電気的特性を検出するステップと、
　前記通信バス信号の前記検出された電気的特性に基づいてデバイス識別情報を生成する
ステップであって、前記デバイス識別情報が、前記電子デバイス内で提供される複数のデ
バイス識別情報から選択される、ステップと、
　前記生成されたデバイス識別情報をデバイス識別情報メモリ内に記憶するステップと
を備える方法。
【請求項２４】
　前記通信バスのクロック線に結合された前記デバイス識別ポート上で前記通信バスから
受信された通信バスクロック信号の前記電気的特性を検出するステップを備える、請求項
23に記載の方法。
【請求項２５】
　前記通信バスのデータ線に結合された前記デバイス識別ポート上で前記通信バスから受
信された通信バスデータ信号の前記電気的特性を検出するステップを備える、請求項23に
記載の方法。
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【請求項２６】
　前記通信バス信号の前記検出された電気的特性のアナログ値を前記デバイス識別情報と
してデジタル値に変換するステップをさらに備える、請求項23に記載の方法。
【請求項２７】
　前記通信バスに前記電子デバイスを同期させるために同期ストリームを識別するステッ
プをさらに備え、
　前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するステップが、前記同期ストリームを識別
するステップの間に実行される、請求項23に記載の方法。
【請求項２８】
　前記デバイス識別ポート上でSoundwire通信バスを備える前記通信バスから受信したSou
ndwire通信バス信号を含む前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するステップを備え
る、請求項23に記載の方法。
【請求項２９】
　通信バスに結合されたスレーブデバイスがそのデバイス識別情報を再プログラムするこ
とを可能にするためのバス通信システムであって、
　データ線とクロック線とを備える通信バスと、
　マスタデータポートとマスタクロックポートとから構成されたマスタデバイスであって
、前記マスタデバイスが、前記データ線に結合された前記マスタデータポートと前記クロ
ック線に結合された前記マスタクロックポートとによって前記通信バスに結合された、マ
スタデバイスと、
　複数のスレーブデバイスとを備え、前記複数のスレーブデバイスの各々が、
　　前記通信バスに結合されたデータポートおよびクロックポートであって、前記データ
ポートおよび前記クロックポートのうちの少なくとも1つがデバイス識別ポートも備え、
前記データポートが前記通信バスの前記データ線に結合され、前記クロックポートが前記
通信バスの前記クロック線に結合された、データポートおよびクロックポートと、
　　前記デバイス識別ポートに結合されたデバイス識別情報生成回路とを備え、前記デバ
イス識別情報生成回路が、
　　　前記デバイス識別ポート上で前記通信バスから受信した通信バス信号の電気的特性
を検出し、
　　　前記複数のスレーブデバイスの各々において提供される複数のデバイス識別情報か
ら選択された前記検出された電気的特性に基づいてデバイス識別情報を生成し、
　　　前記生成されたデバイス識別情報をデバイス識別情報メモリ内に記憶するように構
成されている、バス通信システム。
【請求項３０】
　複数の外部抵抗器であって、前記複数の抵抗器のうちの抵抗器が前記複数のスレーブデ
バイスの各々の前記デバイス識別ポートに結合された、複数の外部抵抗器と
をさらに備える、請求項29に記載のバス通信システム。
【請求項３１】
　複数のスイッチであって、前記複数のスイッチのうちのスイッチが前記複数のスレーブ
デバイスの各々に関してスレーブデバイスの前記デバイス識別ポートに前記抵抗器を切替
可能に結合するように構成された、複数のスイッチと、
　前記複数のスイッチの各々の開閉を制御するように構成されたスイッチ制御線と
をさらに備え、
　前記マスタデバイスが、前記複数のスレーブデバイスの各々に関して前記複数の抵抗器
のうちの前記抵抗器のデバイス識別ポートへの結合を制御するために前記複数のスイッチ
の各々を開かせるまたは閉じさせるために前記スイッチ制御線上に制御信号を生成するよ
うに構成された、請求項30に記載のバス通信システム。
【請求項３２】
　前記複数の抵抗器が、前記複数のスレーブデバイスのうちのそれぞれのスレーブデバイ
スと、前記複数のスイッチのうちのそれぞれのスイッチとの間に配置された、請求項31に
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記載のバス通信システム。
【請求項３３】
　前記複数のスイッチの各々が、それぞれのスレーブデバイスとそれぞれの抵抗器との間
に配置された、請求項31に記載のバス通信システム。
【請求項３４】
　前記通信バスにスレーブデバイスを同期させるために同期ストリームを識別するように
構成され、
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記同期ストリームの識別の間に、前記デバイス識
別ポート上で前記通信バスから受信した前記通信バス信号の前記電気的特性を検出するよ
うに構成された、請求項29に記載のバス通信システム。
【請求項３５】
　前記マスタデバイスが、Soundwireマスタデバイスを備え、前記複数のスレーブデバイ
スが、複数のSoundwireオーディオスレーブデバイスを備える、請求項31に記載のバス通
信システム。
【請求項３６】
　前記通信バスが、Soundwire通信バスを備え、
　前記デバイス識別情報生成回路が、前記デバイス識別ポート上で前記Soundwire通信バ
スから受信したSoundwire通信バス信号を含む前記通信バス信号の前記電気的特性を検出
するように構成された、請求項35に記載のバス通信システム。
【請求項３７】
　そのデバイス識別情報を再プログラムするように構成された電子デバイスであって、
　通信バスのクロック線に結合されるように構成されたデバイス識別ポートと、
　前記デバイス識別ポートに結合されたデバイス識別情報生成回路とを備え、前記デバイ
ス識別情報生成回路が、
　　前記デバイス識別ポート上で前記通信バスの前記クロック線から受信したクロック信
号の電気的特性を検出すること、
　　前記検出された電気的特性に基づいてデバイス識別情報を生成することであって、前
記デバイス識別情報が、前記電子デバイス内で提供される複数のデバイス識別情報から選
択されること、および
　　前記生成されたデバイス識別情報をデバイス識別情報メモリ内に記憶することを行う
ように構成されている、電子デバイス。
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